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2学期が始まって3週間あまりがたちました。「夏休み明け、調子の悪い子はいないかな」「あ
いさつの元気がないなあ、何かあったのかな」毎朝子どもたちとあいさつを交わしながらみてい
ます。子どもたちは失敗から学ぶものです。生活の中で失敗に対処し、柔らかく折れない心を育
むために、朝は励まし、夜はいろいろなお話をしながら前に向くエネルギーを入れてあげてくだ
さい。今月後半には、個別懇談もあります。お子さんの学校の様子、家での様子を共有していき
ましょう。気になることがあれば、何でもご相談ください。

学校と家庭が連携して、子どもたちの素直さ
を育んでいきたいものです

【校訓】
やさしく かしこく たくましく
【教育目標】
相手の気持ちを思いやる子ども
正しい判断ができる子ども
あきらめず挑戦し続ける子ども
【学校スローガン】
楽しくチャレンジ 幸せ一小

市内で、不審者の声かけ事案なども発生しています。子どもたちには、なるべく一人で
歩かないこと等は指導しています。ご家庭でもお声かけ、よろしくお願いします。

見学学習 １年生と２年

生は、10日（水）にアクア
マリンふくしまでの見学学
習を実施しました。様々な
海や川の生き物を見ること
ができました。よりよい見
学の仕方についても、一人
ひとり考えることができた
ようです。体験から学んだ
ことを、学校の学びにも生
かしていきます。

よりよい授業をめざして 本校では道徳科の研究をしています。「子どもが主体的に考

え、議論する道徳」というテーマです。道徳科の授業において、子どもが主体的に考え、議論す
ることができるような授業づくりを研究することによって、自己や他者との関わりの中で学び、
主体性を学び、育み、発揮することができるようになるのではないかという仮説のもとに、教材
の扱い方、対話の仕方の工夫、道徳と他教科のつなぎ方などを研究しています。
先日は２年生の授業研究会を実施しました。「きいろいベンチ」という教材から、約束やきま

りはなんのためにあるのか、教材中の様々な人の気持ちやその後の対話から、自分の思いを深め
ていました。また、アクアマリン見学ではどのような見学をしていきたいか、考える姿もみられ
ました。放課後は子どもたちの姿から、授業の在り方について教職員が熱心に学び合いました。

連
絡

安全第一 12日（金）に

交通教室を実施しました。
安全な歩行や自転車乗りに
ついて、いわき中央署のお
巡りさんのお話を聞いたり、
教材をみて考えたりしまし
た。少しずつ日も短くなっ
てきています。「とまる」
「みる」「まつ」等、自分
の命は自分で守るよう指導
していきます

合唱部の頑張り ４日

（木）に合唱部は、県下小・
中学校音楽祭（第１部合唱）
に参加してきました。県内２
１校、いわき地区からは４校
が参加しました。子どもたち
は練習の成果を大いに発揮し
てくれました。前日の３日は
校内で壮行会を実施しました。
すてきなハーモニーが体育館
に響きました。


